
危険物施設の放爆に関するシミュレーション結果について 

 
太陽電池モジュールを危険物施設の屋根の上に設置する場合、屋根の重量が増加するため、太陽電池

モジュールを設置した屋根の放爆遅れにより、太陽電池モジュールを設置しない場合と比べて高い爆発

力で放爆することとなる。 

太陽電池モジュールを設置したことによる爆発力の高まりがどれほどの影響があるのか検証するため

にシミュレーションした結果は次の表 1のとおり。 

 

表 1 シミュレーション結果 

条

件 

No. 

危険

物施

設の

規模 

固定金具

の単位面

積当たり

の最大引

張り耐力 

[N/m2] 

爆発

エネ

ルギ

ー 

[MJ] 

着火

位置 

構造

物 

最大圧力 

[kPa] 

開口開始時刻 

[sec] 

開口終了時刻 

[sec] 
屋根の開

口状況 

無
※ 

有 ※ 有 ※－無 ※ 無 ※ 有 ※ 無 ※ 有 ※ 
無
※ 

有
※ 

１ 小規

模施

設 

4491 
44 

建物

中央 
なし 

6.0 6.9 0.9 0.2364 0.2944 0.3372 

全開 ２ 440 6.0 6.7 0.7 0.2378 0.2958 0.3414 

３ 2246 44 3.8 4.8 1.0 0.2116 0.2959 0.3539 

４ 

中規

模施

設 

4491 

44 

建物

中央 

なし 2.4 0 - - 

全閉 
５ あり 2.8 0 - - 

６ 
建物

端 
なし 2.9 0 - - 

７ 

440 

建物

中央 

なし 5.4 5.7 0.3 0.4655 0.5317 0.5856 

全開 
８ あり 9.2 11 1.8 0.3414 0.4116 0.4448 

９ 
建物

端 
なし 5.1 0 0.5414 0.6299 0.6892 

10 2246 44 
建物

中央 
なし 2.3 0 1.945 1.966 2.058 2.126 一部開口 

※ 「無」とは、太陽電池モジュールを屋根に設置していない場合 

「有」とは、太陽電池モジュールを屋根に設置した場合 

 

 一般的な危険物施設として検証した本シミュレーションの範囲では、屋根の強度によるが、太陽電池モ

ジュールを設置していない場合と設置した場合で差が出るレベルの爆風圧は 3kPa以上の大きさであると

思われる。 

 表２によると、爆風圧が 3kPa を超えると 1kPa の差は、被害を受ける構造体の耐力にも依存すること

から大きな差とは言えない。 

例えば、１０ケースの条件で、太陽電池モジュールを設置していない場合と設置した場合を比較した

ところ、今回想定した条件下では、No.8 の条件がいずれの場合も最も大きな最大圧力値となり、その差

も最も大きなものとなったが、各々の爆風圧力に対する被害想定の規模を比較しても大きな差が見出せ

なかった。 

 

   太陽電池モジュールを屋根に設置することにより、放爆口の開放が遅れ最大圧力値が上昇した。 

この最大圧力値の上昇値が危険物施設の放爆に与える影響については定量的に判断することは難し

いが、他に放爆口を設ける等の特段の措置を必要とする程の影響の大きさではないと思われる。 

なお、太陽電池モジュールを屋根に設置する場合、火災により爆発的な燃焼現象が発生した場合に

おける屋根の放爆性能を確保するためには、特に壁の堅固さが確保できるように壁の施工を行う必要

があることに留意すべきである。 

資料４－２ 



表２ 爆風圧力と被害の関係 

 
（石油コンビナートの防災アセスメント指針（平成 25年３月消防庁特殊災害室）） 

 

表３ Clancerによる爆風圧力と構造体被害の関係 

  
（石油コンビナートの防災アセスメント指針（平成 25年３月消防庁特殊災害室）） 

本シミュレーションで 

得られた爆風圧力の範囲 

本シミュレーションで得られた

爆風圧力の範囲 


